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「こんなときどうする？」２年生が県学校
防災アドバイザー塚
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先生、県立大学の

学生の皆さんと一緒に「避難所運営ゲームＨ
ＵＧ」に取り組みました。仲間と意見を出し
合いながら防災について考えを深めました。
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「学びの交流会」では、キャリア学習や被
災地支援活動などの報告をもとに意見交流を
行います。初の試みである３年生のポスター
セッションでは、修学旅行で訪れた東京で感
じたことや考えたことを、後輩や保護者に伝
えました。

市生徒指導連絡協議会では、市内小中学生（小学３～６年生、中学生）を対象に、実態把握のため、
情報機器の使用に関わるアンケート調査（上記参照）を行いました。「平日の１日の使用時間」は、児
童の約４割、生徒の約５割が２時間以上と回答しています。「情報機器使用のルールを特に決めていない」
児童生徒は４人に１人か３人に１人の割合です。情報機器の使用にあたって、家庭での使用時間や利用
の仕方などのルールづくりが大切です。
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決めている
特に決めていない

11．情報機器の利用方法について、家庭で使
用のルールを決めていますか。

76％
（1488人）

24％
（471人）

スマホ・パソコン等情報機器の使用のルールづくりを！
～ 使用する「時間」と「内容」のルールが必要 ～
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11．情報機器の利用方法について、家庭で使
用のルールを決めていますか。

72％
（1034人）

28％
（403人）

7．平日（月～金曜日）、情報機器（スマートフォン、パソコン、タブ
レット、通信機能が付いたゲーム機等）の使用時間は１日どれくらいで
すか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
１時間未満 １時間以上２時間未満
２時間以上３時間未満 ３時間以上４時間未満
４時間以上

30％
（586人）

20％
（383人）

10％
（189人）

31％
（615人）

9％
（186人）
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7．平日（月～金曜日）、情報機器（スマートフォン、パソコン、タブ
レット、通信機能が付いたゲーム機等）の使用時間は１日どれくらいで
すか。

１時間未満 １時間以上２時間未満
２時間以上３時間未満 ３時間以上４時間未満
４時間以上

12％
（177人）

11％
（151人）

11％
（159人）

30％
（434人）

36％
（516人）

小学３～６年生（回答1959人） 中学生（回答1437人）
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スポーツ

　総合型地域スポーツクラブ「チャグチャグスポーツクラブ」では新規入会希望者を対象とした
クラブ説明会を開催します。

■日時
３月７日（土）午前10時～午前10時半

■会場
　 滝沢総合公園体育館　２階会議室
■内容
　 チャグチャグスポーツクラブの活動内容や会費など入
会を検討する際に気になる点を中心に説明をします。

　 入会を検討している場合は、誰でも無料で参加できま
す。

　当日は体育館で活動中の様子を見学できます。

　 ※クラブ活動の見学はこの日程以外でも随時受け付けします。
　 希望する場合は事務局まで問い合わせてください。

　チャグチャグスポーツクラブの令和８年度新規会員受け付けは３月14日から開始となります。
　令和８年度から入会を希望する場合は申し込みください。

■受付開始日
３月14日（土）午前10時～

■受付場所
　滝沢総合公園体育館、東部体育館、
　勤労者体育センター、多目的研修センター
■種目・会費
　 詳細な種目や会費などについては公式HPを確認して
ください。

■申し込み方法
　 会費とスポーツ保険料を持参し、各受付場所にて申し
込みください。中学生以下は、保護者が申し込みくだ
さい。

■問い合わせ
　  詳細はチャグスポ公式HPから☞
　（公財）市スポーツ協会　事業係
　（☎687－3637）

チャグチャグスポーツクラブからのお知らせ
〇クラブ説明会の開催について

〇令和８年度新規会員募集について
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文化芸術

図書館

市内の文化財を１枚にまとめた無料のリーフレット「たきざわ文化財ガイド」を作製しました。
市内の文化財の場所や写真、解説などを一覧でき、子どもから大人まで楽しく学ぶことができます。
リーフレットを片手に市内の文化財を巡ってみてはいかがでしょうか。
リーフレットは以下の施設で無料配布しています。

■配布施設
・市役所（文化振興課）
・東部出張所
・埋蔵文化財センター
・北部コミュニティセンター
・滝沢ふるさと交流館
・ビッグルーフ滝沢　など
■問い合わせ
　文化振興課（☎656－6586）

「たきざわ文化財ガイド」を作製しました

先 人 が 刻 ん だ 記 憶

無形民俗
文化財

名　勝

史　跡

天　然
記念物

建造物

有　形
文化財

郷土芸能

　菊塚一里塚は鹿角街道3番目の一里塚で、分
れから北上して現国道282号から西側に入り込
んだ家畜改良センター岩手牧場構内にありま
す。築造は街道の整備が行われた江戸前期の
寛永年間(1624～1644年）と考えられています。
塚径約 6 m、高
さ1.5mの1基が
ほぼ原形を保っ
ています。

　大釡白山にある八幡館山（標高247m）山頂
部に立地する城館跡です。主郭域の山頂部には
径40mほどの不整円形の平坦面があり、東側
から南側は一段低い腰

こし
曲
ぐる
輪
わ
となっています。山

頂部からは11世紀後半代の土器片が採集され
ており、安倍氏
時代の山城跡と
みられ、戦国時
代にも山城とし
て再利用されて
います。

　県内最高峰の岩手山（2,038m）は、滝沢市、
八幡平市、雫石町にまたがるコニーデ型火山で
す。頂上（火口を含む13ha）と9合目の不

  ふ  どうだいら
動平

（15ha）が高山植物帯として国の天然記念物に
指定されています。頂上は、噴火でできた火山砂

さ

礫
れき
地で植物には厳しい生育条件ですが、コマクサ

やイワスゲ、タカネスミレなどが見られます。不動
平にはハイマツ林が広がり、所々にある草原で
は、お花畑といわれるほど様々な高山植物の花が
見られます。異な
る高山植物相を同
時に観察できる貴
重な場所となって
います。

ダミー

　田植踊りは稲の豊
ほうじょう
穣を祈って、小

正月を中心に毎年踊られてきまし
た。大沢田植踊りの来歴の詳細は不
明ですが、口

こうしょう
承では上

かみ
鵜
う
飼
かい
地区

［E-2］から約300年前に伝わったと
されています。市内では、上鵜飼と
下鵜飼［F-3］にも田植踊りが伝承さ
れていましたが、現在は消滅し、大
沢[F-3］が唯一の踊

おどりぐみ
組です。大沢の

熊野神社（熊野大
だい
権
ごん
現
げん
）の例祭など

で舞が奉納されています。
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楽

岩手山の麓に広がる滝沢市。
自然の恵みとともに縄文の時代から人々は暮らし、祈り、踊り、生きてきました。
先人から受け継がれた“たからもの”を文化財として、これからも大切にしていきましょう。

　湯舟沢Ⅷ遺跡から発見された足形のついた粘
土の焼き物で、縄文時代後期前葉のものです。幼
児の左足を粘土に押し付けたもので、用途は子ど
もが歩き始めたお祝いに作った説、子どもの健や
かな成長を祈った説など諸説ありますが、詳細は
分かっていません。主に北海道・東北地方で発見
されていますが、出土自体が極めて少なく、県内
では唯一の出土例です。　

　けや木の平団地遺跡から発見された人の形の
文様が付けられた縄文土器の深鉢です。縄文時
代後期前葉のもので、人体や人面の文様がついた
土器は北海道・東北地方で特に発達しましたが、
このように写実的なモチーフが明瞭に残っている
ものは極めて少ないです。

　大釡館遺跡の7号溝跡から出土した土
器です。土器の内面にヘラミガキ調整と黒
色処理を施し、底部に低い高台を付ける
内
うち
黒
ぐろ
土
は
師
じ
器
き
高
こう
台
だい
埦
わん
が1点、器壁が厚く、底

部をやや台状に形成し、底部の切り離し
は回転糸切りとなっている素焼きの埦が17
点、素焼きの小皿が1点の合計19点。時期
は平安時代末期（11世紀後半代）と推定
されています。

　江戸時代に続いた凶作の犠牲になった人々
の供養のために建てられた碑

ひ
です。供養塔は

寛
かん
政
せい

12（1800）年、文化12（1815）年、天
てん
保
ぽう

3
(1832）年、安

あん
政
せい

2（1855）年に建立されたも
ので、文化12年のものが「飢

きき ん
饉供

養塔」、ほかは「餓死供養塔」と
記されています。市内各所にあっ

たものが、道路
改良などのた
め、現在地に移
されました。
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　湯舟沢Ⅱ遺跡から発見された縄文時代後期
の環状列石です。南北径20m、東西径15mの
範囲にさまざまな形の組

くみ
石
いし
が並び、石の下から

は墓
はか
穴
あな
が多数見つかっています。縄文時代の大

規模な共同墓地と祭
さい
祀
し
場
じょう
であることが判明して

います。大型環状列石の変
へん
遷
せん
と縄文時代の社

会構造を知るうえで、極めて貴重な遺跡となっ
ています。

7 湯
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石
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　鵜飼地区に古くから伝承さ
れてきた伝統さんさ踊り。昭和
54（1979）年に滝沢村さんさ
踊り保存会を発足し、市に移
行後は滝沢市さんさ踊り保存
会として活動を継続していま
す。衣装のゆかたには、郷土の
誇り「チャグチャグ馬コ」と「た
きざわ」の文字をデザイン。2人
で交叉して踊る｢手合わせ」な
ど現在9演目を継承し、特徴は
太鼓や笛のにぎやかな囃

はや
子
し
、

手踊りともいわれる
しなやかな踊りを
披露しています。

　大沢地区で古くから伝承されてきたさんさ踊り
です。「大沢一番」「大沢手合せ」など地域名を
冠
かん
した独自の舞があるなど、地域性が豊かな踊り
となっています。「神楽くずし」や「田植
踊りくずし」など他の民俗芸能の要素を
取り入れた演目があるのも特徴です。

� 滝
たき

沢
ざわ

市
し

さんさ踊り � 大
おお

沢
さわ

さんさ踊り
　岩手山神社［C-3］の奉納神楽
として、川前地域に伝わる神楽で
す。奉納神楽であることから、山
伏神楽ではなく神道神
楽であるといわれてい
ます。

　駒踊りは江戸時代の子どもたちの間で流行した竹馬遊びを集
団化したものが起源とされています。滝沢駒踊りは、大正時代に
大野村（現洋野町）から盛岡郊外の外山牧場に伝わり、昭和に
なって滝沢に伝えられました。駒7頭の踊り手に駒

こま
曳
び
き1

人がつき、ササラと木馬の手
た
綱
づな
についた鈴を響かせなが

ら踊り、放牧中の馬の動作を愛らしく表現します。

　篠木地区にある坂上田村麻呂をまつる田村神社［F-2］の
奉納神楽で、安永2（1773）年に同神社神主の斎藤淡

あわ
路
じの
守
かみ

が、斎藤家に代々伝わる秘流を伝えたのが起源といわれて
います。演目は、鳥

とり
舞
まい
、八
はち
幡
まん
舞
まい
、山

やまのかみまい
神舞など26あります。

県内の神楽では時代とともに舞型が変わるものも
多い中、篠木神楽は昔の舞型をそのままに伝え、
文化的価値が高いと評されています。
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大 地 か ら 発 掘 さ れ た
生 活 ア ート

　小岩井農場の南に位置する駅舎です。大正10
（1921）年に建築された建物は、昭和後期に改修され
ましたが、過去の写真などを参考に令和5（2023）年に開業当時の姿に復元されました。木造
平屋建てで屋根の形状は切

きりづまづく
妻造りとなっており、橋

はし
場
ば
軽
けい
便
べん
線
せん
の駅として開業した約100年

前のたたずまいを現在に伝えています。

　馬への愛着、そして労をねぎらうため、旧暦5月
の節句を迎えると一日仕事を休み、愛馬に装束
を飾り、鈴の音を響かせ、鬼越蒼前神社［E-3]
に参拝するのが慣例化していったのがチャグ
チャグ馬コのはじまりとされています。現在は、
毎年6月の第2土曜日に鬼越蒼前神社に参集し、
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馬と共 存 する
馬 事 文 化

復 元 さ れ た
1 0 0 年 の 歴 史

　春子谷地は鞍掛山山麓に開けた湿原で、周囲
から流入する雪解け水と岩手山の伏流水による湧
き水で形成されています。ほとんど人の手が加え
られることがなく、自然状態が良好に保たれ、日
本の分布の南限となっているシロミノハリイをはじ
め、シラカワスゲ、ホソコウガイゼキショウなどの
植生が見られます。カラカネイトトンボやゴマシジ
ミなど希少な昆虫類も確認されています。
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落
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　水温20度以下で川底に砂
さ
礫
れき
が堆
たい
積
せき
した河川

を生息環境とする二枚貝です。全国的に個体
数が減っており、環境省レッドリストの絶滅危
惧IB類に分類されています。県内でもかつては
多くの河川で生息していましたが、河川改修、
水質汚

お
濁
だく
などで絶滅や減少する河川が増えて

います。市内では個体数が特に多い河川がある
一方で、絶滅に
近い河川もあり
ます。

� カワシンジュガイ

　日向一里塚は、雫石街道と一部が重なる現在
の国道46号を西に向かった大釡中道の道路北
側に高さ2mの塚1基が残っています。築造され
たのは江戸時代前期と考えられていますが、確
実な年代は不明
となっています。
一里塚は街道往
来の歴史を物語
る史跡として重
要なものです。

6 雫
しずく
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街
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塚
づか

ので、文化12年のものが「
養塔」、ほかは「餓死供養塔」と
記されています。市内各所にあっ

たものが、道路

め、現在地に移
されました。

　追分けとは道の分岐を意味し、鹿角街道と岩手
山参道（柳沢口）との角に追分け石が2つありま
す。この追分け石は岩手山参道の入り口を示すも
のです。碑がある場所は、明治期に整備された新
陸
りく
羽
う
街道（国道4号線）と鹿

か
角
づの
街道（国道282号

線）の分岐。安政3（1856）
年の追分け石は、盛岡の町人
講
こうじゅう
中により建てられ、文化4
(1807）年の追分け石ととも
に、当時の岩手山信仰をしの
ばせる史跡となっています。
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ひ
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　馬具の鞍のような形をした鞍掛山は、岩手山の南西に位置する標高897m
の山です。賢治作品に描かれた重要な風景地として、鞍掛山（滝沢市）、七ツ
森、狼森（雫石町）、釡淵の滝、五輪峠、イギリス海岸（花巻市）、種山ヶ原（奥
州市・住田町）の県内７カ所が「イーハトーブの風景地」に指定されています。

1「イーハトーブの風
ふう

景
けい

地
ち

」鞍
くら

掛
かけ

山
やま

物 語 の 生 まれ た 場 所

　姥
うば
屋
や
敷
しき
［D-1］の山神神社にあり、いずれも

地域のシンボルとなっています。樹齢約600年
のスギは、目通りで周囲4.4m、直径1.4m、樹
高35m、枝張り15mあり、まっすぐに立った形
が見事です。樹齢約300年のクリは、目通りで
周囲3.8m、直径1.2m、樹高25m、枝張り
20m。ベニイタヤは、樹齢約300年で、目通り
で周囲3.9m、直径1.3m、樹高25m、枝張り
15mあり、同種としては珍しい大木となってい
ます。

� 山
やまのかみ

神神
じんじゃ

社のスギ・クリ・ベニイタヤ受 け 継 が れ る自 然 遺 産

　篠木［F-2］の田村神社境
けい
内
だい
にあります。スギは

樹齢1,000年以上で、目通りで周囲7.8m、直径
2.6m、樹高31.6mの大木でしたが、幹内部の空
洞化により倒木の危険性があったため、令和7年
に現在の形に整備し、低樹高化を図りました。カ
ツラは樹齢500
年以上で、目通
りで周囲6m、
直径1.9m、樹高
22mと市内にあ
るカツラでは最
大の老樹です。

� 田
た

村
むら

神
じん

社
じゃ

のスギ・カツラ

　日本と朝鮮半島、中国東北部などに生息す
る小型のチョウで、翅

はね
を開いた大きさは3.5～

4㎝ほどです。日本列島では、新潟、山形、岩手
3県の限られた地域のみで確認されており、県
内の生息分布は、沿岸北部の宮古市から久慈
市にかけてと、内陸の滝沢市と雫石町です。市
内では巣

す
子
ご
川沿

いの雑木林で
生息が確認され
ています。

� チョウセンアカシジミ

お参りを済ませた装束馬が盛岡市の盛岡八幡
宮まで約14キロの道のりを鈴の音を響かせて行
進します。平成8（1996）年には、馬の鈴の音が
環境省の「残したい“日本の音風景
100選”」に選定されています。
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人々の祈りと踊り

たきざわ 人と大地の文化財
凡 例

　鵜飼地区に古くから伝承さ
れてきた伝統さんさ踊り。昭和
54
踊り保存会を発足し、市に移
行後は滝沢市さんさ踊り保存
会として活動を継続していま
す。衣装のゆかたには、郷土の
誇り
きざわ」
で交叉して踊る
ど現在
太鼓や笛のにぎやかな
手踊りともいわれる

披露しています。
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原寸大↑
縦 55.75mm（最大長）
横 55.10mm（最大幅）

（　　　　）無形民俗
文化財

G-1国登録文化財

C-1国指定文化財 B-1国指定文化財

F-2市指定文化財

　湯
ゆ
舟
ぶね
沢
ざわ
［E-3］の角掛神社にある老樹です。樹

齢200年から300年のフジ5本が自然のままに生
えています。樹高は16mから19ｍあり、5頭の龍
が大空に舞い上がる姿を思わせることから五龍
のフジと命名されています。5月下旬から6月上旬
に開花し、
市民の目を
楽しませて
くれます。

� 角
つの

掛
かけ

神
じん

社
じゃ

の五
ご

龍
りゅう

のフジ

D-1市指定文化財

市指定文化財

市指定文化財

E-3市指定文化財

C-2市指定文化財

D-3市指定文化財

D-3県指定文化財

G-2県指定文化財

D-3市指定文化財

D-3市指定文化財

F-3市指定文化財

D-4市指定文化財

C-4市指定文化財

G-2市指定文化財
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名　称

MAP文化財種別

文化財番号

G-1国登録文化財

国選択文化財

県指定文化財

市指定文化財

市指定文化財

市指定文化財

市指定文化財

市指定文化財

▲ 動 画

▲ 動 画

写真：網張ビジターセンター提供
タカネスミレ

カツラ

スギ

する

国選択文化財

を祈って、小
正月を中心に毎年踊られてきまし
た。大沢田植踊りの来歴の詳細は不

地区
年前に伝わったと

されています。市内では、上鵜飼と
］にも田植踊りが伝承さ

れていましたが、現在は消滅し、大
です。大沢の
）の例祭など

市指定文化財
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岩手山高山植物
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コマクサ

大沢田植踊り

チャ
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■問い合わせ　湖
こ
山
ざん
図書館（☎687-2222）

２月10日（火）、24日（火）図書館休館日

図書館では、冬休みに合わせてさ
まざまな企画を開催しました。図書
館司書の体験やこども映画会、工作
ワークショップを開催し、たくさん
の人が参加しました。

冬休みのイベントを
開催しました

ミニシアター

２月１日（日）～ 14日（土）は、第66回岩
手の読書週間です。図書館では「岩手の作家
たち展」というテーマで企画展示を実施しま
す。県にゆかりのある作家の本を展示します
ので、ぜひ来場してください。

夢中になって
作りました！

　幼児・小学生向けのDVD作品を上映します。
上映時間は約１時間です。入場無料ですので、
気軽に来場してください。
●日時　２月21日（土）午後１時～
●場所　ビッグルーフ滝沢アクティブルーム
●上映作品
・ドナルドダック
　ドナルドのポリスマン（８分）
・かさこ地ぞう（13分）
・おしりたんてい⑤（20分）

岩手の読書週間2/1
～ 14

図書館の仕事を体験しました
！


